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トムスクの研修に参加するに際して事前にしておかなければならないことは以下の3つである。

1. VISAの手配

2. 航空券の手配

3. 教科書の入手

1. VISAの手配

VISAの手配は早めにしておく必要がある。

私の場合12月18日に研修参加の意向をTGPU(トムスク国立教育大学)の担当者に伝えてからINVITATION発行の手続きが始まったが余裕を持って12月初め頃から始めておいたほうが良かった。

手続きは必要なデータをTGPUにメールしINVITATION(招待状)を郵送してもらう。(郵送には2週間程度かかる。)

パスポートとINVITATIONを旅行業者に送付してVISAの発行手続きを代行してもらう。(VISAの発行には1週間以上かかる。)

代行料は返送料(\1,050)も含めて\6,300だった。

2. 航空券の手配

航空券の手配はできるだけ早いほうが良い。

直前になると高くなるか、チケット自体がなくなる可能性もある。

私は北京経由でノボシビルスクまでのチケットをシベリア航空のサイトでクレジットカード決済で購入した。

シベリア航空のサイトはS7で検索すれば見つかる。

私は早めに購入したので往復が9万円ちょっと立ったが、その後購入した2名は円安の進行もありそれぞれ10万円、11万円となった。

参加者の中には最安のチケットを探して関空-ドバイ-モスクワ-トムスクというルートを取ったものもいたが、これはモスクワ市内で異なる航空間の移動が必要だったので旅行慣れしていない人にはお勧めできない。

今回は誰もいなかったが山陰の堺港からフェリーとシベリア鉄道でタイガ駅まで片道1週間程度というルートもある。この場合、INVITATIONをもらう段階でTGPUに連絡してVISAの期間を長くとってもらわなければならない。

3. 教科書の入手

教科書は「ЖИЛИ БЫЛИ...」というロシアのものを使用するがこの手配は前の2つと比べてさほど致命的ではない。

広大組の5名は事前に日ソ図書から取り寄せていたが現地でコピーして製本しても800円程度で済んだ。

4. その他

- 食事について

食事は食堂で500円程度で十分食べられる。我々の間でフルンゼ通りの近くのシャシリク食堂は400円程度で肉の量が十分あり人気だった。

一度レーニン通りのレストランでウォッカ50ml、ステーキ、紅茶をいただいたがこれで1000円あまりだった。

レストランについては昼食がお得だろう。ビジネスランチがあるし、大学の近くのレストランでは昼食は通常価格の2割引といったサービスもある。

朝食はパンにハム、チーズ、ケフィール、紅茶といったメニューができるのでナイフ、フォーク、スプーン、箸は持っていったほうがよい。百円ショップに薄い1mm程度の厚さでA4サイズのプラスティックまな板が売られているのでこれは便利かもしれない。(日本の百円ショップで売られているものの多くはそれが無かった時代に荒物屋で数百円で売られていたもののように感じられる。当然トムスクには百円ショップが無いので出発前に百円ショップを活用することをお勧めする。)

寮で朝食を取れなかった場合でも休憩時間に大学のビュッフェでピロシキと飲み物を100-200円でとることができる。

- 寮について

寮には各部屋に電気ポットとティーセットが備えられている。

共同キッチンには電熱プレート、冷蔵庫、電子レンジが備えられている。

ただし、食器や鍋等は備わっていない。

タオルとシーツは週に一度取り替えることができる。

水道水はポットで沸かすとポット内部に白い結晶が張り付く。そのため私は水を頻繁に取り替えたが、ホームステイで泊めていただいた家庭では飲み水は5リットル単位で販売されているPETボトルのものを使っていた。

寮の中は基本的には土足だが部屋履きとしてスリッパを持っていくと途中の機内でも便利である。

- 授業について

授業は全てロシア語で行われるので文法用語はある程度事前に調べておいたほうがよい。

また、ホワイトボードには筆記体で書かれるので筆記体はマスターしておく必要がある。

語学以外の授業は午後から大学本部校舎で行われることが多い。直通のトロリーバスや周回タクシーが直ぐに来れば30分かからずに行くことができるが、停留所でかなり待たされることが多いので1時間程度の余裕を見ておいたほうがよい。

- 鞄について

鞄は通常のコロ付の旅行鞄派と大きなリュック派に分かれた。

今回は帰国時に寮から駅まで歩いて20～30分の距離を日本語を勉強しているロシア人の家族の自家用車で送っていただいたのでリュックは必要なかったが、このような協力が得られなかった場合、この距離を1時間の余裕を持って歩くか全員の荷物を運べるだけのタクシーを使って残りの人数は歩いて駅に集合するといった工夫をすればリュックは必要ないと思われる。

ちなみに私は肩ひも付きのバッグにコロ付きのものを調達したが荷物が20kg近くになると肩にかかる付加はかなりきついものであった。

何れにせよ鞄の鍵は必須である。

- 服装について

帽子、マフラー、手袋は必須である。

現地の人の服装を見ていると毛糸の帽子でも十分である。

この場合、コートはフードつきのものがよい。寒さが厳しいときは毛糸の帽子の上にフードを被り、その上からマフラーを巻きつける。これがこちらの典型的な子供たちの服装である。

コートは腰まで覆うもの、靴はゴム底で踝まで覆うものをそろえる必要がある。

靴の中敷は百円ショップで買ったものを2組持っていったが2-3日で靴の中で折れてしまい、現地の市場で新しいものを買った。価格は150円程度だった。

今回滞在期間中の最低気温は－28℃だったのでさほどの極寒とはいえないが、下半身はズボンとパッチ、上半身は肌着も含めて3枚程度の重ね着の上にコートという服装で防寒対策は十分であった。

ダウンのズボン、ダウンの上衣も念のため用意していったが幸いにもそれが必要となるような極寒には出会わなかった。

- 洗濯

洗濯機は研修期間の半ば頃に寮に設置していただいた。ただ、利用の仕方がよく分からなかったために濯ぎ(полоскание)の機能しか使用しなかった。

洗剤は自分で購入する必要がある。

- ルーブルの換金

ルーブルの換金に関しては成田、関空、広島空港でも円から直接換金できるが現状では非常にレートが悪いため、日本で円をドル(またはユーロ)に換金し、現地でドルをルーブルに換金するというのがベストだろう。

ノボシビルスクの空港の換金所では20Rb(60円)の手数料は取られるがレートはそれほど悪くないのでさしあたり必要なお金はここで換えておくべきだろう。

大学および寮の近くにドルを換金できる2つの銀行があるがレートを比べて良い方で換金すればよい。別途手数料は取られない。

レートの比較はTTS(売り)とTTB(買い)の比率で行うことができる。

以下は2013年3月18日現在の為替レートである。

	換金所
	外貨
	TTS(売り)
	TTB(買い)
	TTB /TTS

	成田の銀行
	\/Rb
	3.60
	2.60
	0.722

	成田の銀行
	\/$
	98.22
	92.82
	0.945

	トムスクの銀行
	Rb/$
	31.22
	30.76
	0.985


これによれば成田で100円をルーブルに換金すると27.77Rbになり、これをすぐに円に戻すと72.20円になる。

それに対し、成田で100円をドルに換算しこれをトムスクでルーブルに換金すると31.32Rbになる。これをすぐにドルにそして円に戻すと93.10円になる。

これからルーブルの価値が高くなりTTB/TTSの数値も高くなることが予想されるがドルまたはユーロを介したほうが有利な状況は当分続くと考えられる。

トムスクでキャッシュカードで買い物をしたがこのときの為替レートは3.2061円/Rbでリーズナブルなレートだった。キャッシュカードが利用できる場合は利用したほうが便利かもしれない。

また、私は利用しなかったがフルンゼ通りに円をルーブルに換金できる銀行もある。レートも記録していないがそれほど悪くないようだ。

- 通信環境

寮の各部屋にLANの端子が設置されているのでLANケーブルでパソコンを接続すればインターネットが使える。LANケーブルは持っていったほうが良いだろう。

通信速度はあまり速くないがskypeで日本と電話することは可能である。

スマートファンやiPadのように無線LANしか使用できない機器の場合、3000円程度の無線ルータを持っていく必要がある。

大学では速度は遅いが無線LANを使用することができる。

以上
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